
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■もしも公共交通がなくなったら・・・ 

 考えてみてください！ もしも公共交通がなくなったらどうなるのか。 

家庭に車があれば、公共交通がなくても今の生活には何も影響がないかもしれません。 

でも、子どもやお年寄りなど車を使えない人は、公共交通がなければ自由に外出ができなく 

なってしまいます。 

   ◆山口は車がないと生活できないから・・・ 

     ◆自分はまだ車に乗れるから関係ない・・・ 

  

 そんな風に思っていると、「車に乗れなくなって、公共交通を利用しようと思ったときに、 

バスも列車もなくなっていた」ということになりかねません。 

 昨年 10月 1日のダイヤ改正で宮野地域を走る防長バスが減便になりました。 

利用者が少なくなってくると、バス会社としても減便せざるを得なくなります。 

 安心して暮らせる将来のために、たまには車を置いて、バスや列車などの公共交通を利用 

して外出してみましょう。 

 

■秋のおでかけツアーを実施しました！ 

宮野コミタク運行協議会では、乗り継ぎ体験やコミュニティタクシーの便利さを知って 

いただくために、毎年春と秋におでかけツアーを実施しています。 

昨年 10月 30日に、コミタクから列車に乗り継ぎ 

徳佐へりんご狩りに行きました。 

列車の中では、和気あいあいとして、 

おしゃべりの絶えない楽しいひとときでした。 

宮野コミタク協議会では、今後も引き続き 

利用啓発を図りながら、できるだけ皆様の 

要望に沿えるよう改善を行っていきます。 
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